
炎
に
捧
げ
る
祈
り
―
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《
功
労
者
》

▼
叙
勲

　

阿
部
忠
捷
さ
ま（
旭
日
双
光
章
）

　

松
田
新
平
さ
ま（
瑞
宝
双
光
章
）

▼
黄
綬
褒
章

　

川
名
醸
治
さ
ま（
多
年
に
わ
た
る
職
務

に
精
励
し
た
功
績
）

▼
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

戸
田
愼
治
さ
ま（
多
年
に
わ
た
り
歯
科

保
健
事
業
を
推
進
し
た
功
績
）

▼
全
国
町
村
議
会
議
長
会
・
宮
城
県
町
村

議
会
議
長
会
表
彰

　

鈴
木
英
雅
さ
ま
・
門
田
善
則
さ
ま

　
（
多
年
に
わ
た
る
地
方
自
治
功
労
）

▼
宮
城
県
知
事
文
化
の
日
表
彰

　

大
泉
治
さ
ま（
多
年
に
わ
た
る
地
方
自

治
功
労
）

▼
宮
城
県
知
事
文
化
の
日
表
彰

　

関
谷
良
治
さ
ま（
多
年
に
わ
た
る
消
防

防
災
功
労
）

▼
宮
城
県
知
事
表
彰

　

加
藤
利
之
さ
ま
・
佐
々
木
博
志
さ
ま
・

松
枝
竹
彦
さ
ま
・
吉
田
正
さ
ま

　
（
多
年
に
わ
た
る
消
防
功
労
）

▼
宮
城
県
知
事
表
彰

　

田
幸
子
さ
ま（
多
年
に
わ
た
る
交
通
安

全
功
労
）

▼
宮
城
県
知
事
表
彰

　

伊
藤
正
一
さ
ま（
永
年
勤
続
な
ら
び
に

創
意
工
夫
に
よ
り
企
業
に
貢
献
さ
れ
た
功

績
）

▼
宮
城
県
知
事
自
治
体
消
防
70
周
年
記
念

表
彰

　

阿
部
稔
さ
ま（
多
年
に
わ
た
る
消
防
功

労
）

▼
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

　

関
谷
良
治
さ
ま（
多
年
に
わ
た
る
消
防

功
労
に
よ
る
精
積
章
）

▼
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

　

後
藤
武
志
さ
ま
・
玉
ノ
井
昭
一
さ
ま
・

内
藤
文
義
さ
ま
・
門
脇
俊
治
さ
ま
・
木
川

田
清
さ
ま
・
加
藤
貴
浩
さ
ま
・
冨
田
政
教

さ
ま
・
神
尾
悟
さ
ま

　
（
多
年
に
わ
た
る
消
防
功
労
に
よ
る
勤

続
章
）

▼
公
益
社
団
法
人
宮
城
県
防
犯
協
会
連
合

会
長
・
宮
城
県
警
察
本
部
長
連
名
表
彰

　

日
下
義
明
さ
ま（
多
年
に
わ
た
る
治
安

功
労
）

▼
法
務
省
人
権
擁
護
局
長
感
謝
状

　

坊
城
延
溟
さ
ま（
多
年
に
わ
た
る
人
権

擁
護
委
員
の
功
績
に
対
す
る
感
謝
状
）

▼
東
北
管
区
行
政
評
価
局
長
感
謝
状

　

長
塚
久
美
さ
ま（
多
年
に
わ
た
る
行
政

相
談
委
員
の
功
績
に
対
す
る
感
謝
状
）

令和元年涌谷町建町記念式
１４団体と３９人の個人に
スポーツ勲功章・表彰・褒状・感謝状

令
和
元
年
建
町
記
念
式
を
７

月
12
日（
金
）に
、
涌
谷
公

民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
こ
の
１
年
間
、
国
家

的
ま
た
は
県
政
発
展
の
た
め
に
、

各
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
27
人
の
個

人
の
功
績
を
紹
介
。

　

そ
の
後
、
町
政
発
展
の
た
め
に

尽
力
さ
れ
た
人
々
や
芸
術
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
功
績
を
挙
げ
た

児
童
・
生
徒
な
ど
14
団
体
と
39
人

に
、
ス
ポ
ー
ツ
勲
功
章
・
表
彰
状
・

褒
状
・
感
謝
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

式
典
の
最
後
に
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
大
和
田
通
さ
ん
か
ら
謝
辞
が

述
べ
、
涌
谷
町
行
政
区
長
会
小
野

秀
一
会
長
の
発
声
に
よ
っ
て
、
一

日
も
早
い
財
政
再
建
と
今
後
の
町

勢
発
展
を
祈
念
し
て
万
歳
三
唱
を

行
い
ま
し
た
。

広 報 わ く や 令和元年8月1日発行 ― 2 ―



▼
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
長

表
彰

　

佐
藤
義
昭
さ
ま（
多
年
に
わ
た
る
民
生

委
員
・
児
童
委
員
功
労
）

《
顕
彰
》

▼
ス
ポ
ー
ツ
勲
功
章

　

伊
藤
潤
哉
さ
ま（
空
手
競
技
の
選
手
と

し
て
輝
か
し
い
戦
績
を
残
し
た
こ
と
で
、

そ
の
栄
誉
を
た
た
え
て
顕
彰
）

《
表
彰
》

▼
地
方
自
治
功
労

　

鈴
木
英
雅
さ
ま
・
門
田
善
則
さ
ま

発
な
ら
び
に
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
多

大
の
貢
献
を
さ
れ
た
功
績
）

▼
消
防
功
労

　

後
藤
武
志
さ
ま
・
門
脇
俊
治
さ
ま
・
木

川
田
清
さ
ま
・
加
藤
貴
浩
さ
ま
・ 

冨
田
政

教
さ
ま
・
神
尾
悟
さ
ま
・
青
栁
清
さ
ま

　
（
多
年
に
わ
た
り
涌
谷
町
消
防
団
員
と

し
て
消
防
業
務
に
精
励
さ
れ
民
生
保
全
に

多
大
の
貢
献
を
さ
れ
た
功
績
）

▼
消
防
功
労

　

佐
々
木
清
虎
さ
ま（
多
年
に
わ
た
り
涌

谷
町
消
防
団
世
話
係
会
員
と
し
て
消
防
団

活
動
を
支
援
し
民
生
保
全
に
多
大
の
貢
献

を
さ
れ
た
功
績
）

　
（
多
年
に
わ
た
り
涌
谷
町
議
会
議
員
と

し
て
町
行
政
の
進
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ

れ
た
功
績
）

▼
治
安
功
労

　

鈴
木
和
幸
さ
ま
・
奥
寺
隆
行
さ
ま
・
浅

野
政
義
さ
ま
・
相
澤
孝
一
さ
ま
・
大
和
田

通
さ
ま
・
久
保
一
夫
さ
ま
・
小
関
正
愛
さ

ま
　
（
多
年
に
わ
た
り
涌
谷
町
防
犯
協
会
員

と
し
て
防
犯
意
識
の
高
揚
と
犯
罪
防
止
に

多
大
の
貢
献
を
さ
れ
た
功
績
）

▼
治
安
功
労

　

田
幸
子
さ
ま（
多
年
に
わ
た
り
涌
谷
町

交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
交
通
道
徳
の
啓

▼
民
生
安
定
功
労

　

鈴
木
せ
つ
子
さ
ま（
多
年
に
わ
た
り
知

的
障
害
者
職
親
と
し
て
涌
谷
町
民
を
受
け

入
れ
、
障
害
者
福
祉
に
多
大
の
貢
献
を
さ

れ
た
功
績
）

▼
民
生
安
定
功
労

　

戸
田
愼
治
さ
ま（
多
年
に
わ
た
り
歯
科

医
師
と
し
て
涌
谷
町
の
保
健
事
業
に
多
大

の
貢
献
を
さ
れ
た
功
績
）

△スポーツ勲功章を受章した伊藤潤哉さん

△治安功労により表彰された田幸子氏
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▼
第
37
回
涌
谷
町
行
政
区
別
交
通
事
故
防

止
コ
ン
ク
ー
ル（
平
成
30
年
４
月
か
ら
平

成
31
年
３
月
ま
で
涌
谷
町
行
区
別
交
通
事

故
防
止
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
地
域
住
民

の
連
帯
意
識
の
醸
成
と
交
通
安
全
思
想
の

普
及
高
揚
に
努
力
さ
れ
た
成
績
）

▽
Ａ
地
区（
人
口
６
０
０
人
以
上
の
地
区
）

　

第
１
位
下
町
区
・
第
２
位
５
の
２
区
・

第
３
位
10
区

▽
Ｂ
地
区（
人
口
３
０
０
人
以
上
６
０
０

人
未
満
の
地
区
）

　

第
１
位
猪
岡
区
・
第
２
位
２
の
２
区
・

第
３
位
小
里
区

▼
第
14
回
全
国
こ
ど
も
絵
画
選
抜
展

二
〇
一
八
あ
さ
ご
の
森
美
術
館
賞

　

守
屋
寿
音
さ
ま（
涌
谷
中
学
校
３
年
生
）

▼
全
国
環
境
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
佳
作

　

伊
藤
朱
音
さ
ま（
涌
谷
中
学
校
３
年
生
）

▼
全
国
教
育
美
術
展
佳
作

　

佐
藤
楓
さ
ま（
涌
谷
中
学
校
３
年
生
）

▼
国
土
緑
化
・
育
樹
運
動
ポ
ス
タ
ー
原
画

コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞

　

大
和
田
莉
穂
さ
ま（
涌
谷
中
学
校
２
年
生
）

▼
全
国
教
育
美
術
展
特
選

　

男
澤
ひ
か
る
さ
ま（
涌
谷
中
学
校
２
年
生
）

▼
宮
城
県
中
学
校
体
育
連
盟
第
37
回
宮
城

県
中
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会
男
子
走
幅

▽
Ｃ
地
区（
人
口
３
０
０
人
未
満
の
地
区
）

　

第
１
位
下
郡
区
・
第
１
位
成
沢
区
・
第

３
位
４
区

《
褒
状（
学
年
は
受
賞
時
の
も
の
）》

▼
第
43
回
Ｊ
Ａ
中
央
会
「
ご
は
ん
・
お
米

と
わ
た
し
」
作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
全

国
優
秀
賞

　

菅
原
千
暁
さ
ま（
涌
谷
中
学
校
３
年
生
）

▼
第
40
回
Ｊ
Ａ
共
済
宮
城
県
小
・
中
学
生

「
書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
」
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
の
部
全
国
共
済

農
業
協
同
組
合
連
合
会
会
長
賞
金
賞

　

岩
崎
く
る
み
さ
ま（
涌
谷
中
学
校
３
年
生
）

跳
第
１
位

　

佐
々
木
魁
さ
ま（
涌
谷
中
学
校
２
年
生
）

▼
第
40
回
Ｊ
Ａ
共
済
宮
城
県
小
・
中
学
生

「
書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
」
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
の
部
特
賞

　

松
村
佳
奏
さ
ま（
涌
谷
中
学
校
１
年
生
）

▼
平
成
30
年
度
宮
城
県
「
土
砂
災
害
防
止

に
関
す
る
絵
画
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
絵

画
の
部
優
秀
賞

　

藤
村
穂
薫
さ
ま（
箟
岳
白
山
小
学
校
５

年
生
）

▼
宮
城
県
造
形
作
品
展
覧
会
県
入
選

　

大
友
き
ら
ら
さ
ま（
月
将
館
小
学
校
６

年
生
）

△交通事故防止コンクールで A 地区第 1 位の下町区行政区長平勉氏

△交通安全ポスターで特賞を受賞された松村佳奏さん
広 報 わ く や 令和元年8月1日発行 ― 4 ―



▼
第
37
回
全
日
本
小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
東
北
大
会
・
第
31
回
全
日
本

マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
東
北
大
会
金
賞

　

涌
谷
第
一
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

さ
ま

▼
第
72
回
宮
城
県
小
・
中
学
校
児
童
生
徒

書
き
ぞ
め
展
覧
会
硬
筆
の
部
部
会
長
賞

　

秋
山
ち
ひ
ろ
さ
ま（
涌
谷
第
一
小
学
校

５
年
生
）

▼
第
８
回
牛
久
か
っ
ぱ
杯
争
奪
全
国
青
少

年
空
手
道
選
手
権
大
会
小
学
六
年
女
子
個

人
組
手
第
三
位

　

黒
澤
朱
音
さ
ま（
涌
谷
第
一
小
学
校
６

年
生
）

ら
れ
多
大
の
寄
付

　

遠
田
商
工
会

　

会
長 

渡
邉
新
美
さ
ま

▼
涌
谷
町
国
民
健
康
保
険
病
院
、
涌
谷
町

老
人
保
健
施
設
の
運
営
に
深
く
理
解
を
寄

せ
ら
れ
多
大
の
寄
付

　

株
式
会
社
東
北
イ
ノ
ア
ッ
ク

　

代
表
取
締
役 

松
田
行
司
さ
ま

▼
町
行
政
の
運
営
に
深
く
理
解
を
寄
せ
ら

れ
多
大
の
寄
付

　

高
橋
聖
二
さ
ま

▼
町
行
政
の
運
営
に
深
く
理
解
を
寄
せ
ら

れ
多
大
の
寄
付

　

一
條
裕
太
郎
さ
ま

▼
文
部
科
学
大
臣
杯
第
61
回
小
学
生
・
中

学
生
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
組
手
個
人
戦

中
学
三
年
生
男
子
の
部
優
勝

　

伊
藤
潤
哉
さ
ま（
涌
谷
中
学
校
３
年
生
）

《
感
謝
状
》

【
寄
付
】

▼
文
化
財
保
護
に
深
く
理
解
を
寄
せ
ら
れ

多
大
の
寄
付

　

佐
々
木
茂
楨
さ
ま

▼
町
行
政
の
運
営
に
深
く
理
解
を
寄
せ
ら

れ
多
大
の
寄
付

　

立
正
佼
成
会
石
巻
教
会
涌
谷
道
場

　

石
森
利
江
子
さ
ま

▼
教
育
行
政
の
運
営
に
深
く
理
解
を
寄
せ

【
隠
れ
た
地
域
の
善
行
者
】

▼
多
年
に
わ
た
り
数
多
く
の
地
域
の
役
職

を
受
け
持
ち
地
域
を
ま
と
め
、
住
民
生
活

の
安
定
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　

佐
藤
義
昭
さ
ま

▼
多
年
に
わ
た
り
地
域
の
公
園
の
除
草
作

業
や
設
備
の
修
繕
等
、
環
境
美
化
に
尽
く

さ
れ
た
功
績

　

照
井
稔
秋
さ
ま

▼
多
年
に
わ
た
り
地
域
の
福
祉
活
動
を
支

援
し
、
地
域
住
民
の
融
和
に
尽
く
さ
れ
た

功
績

　

お
た
す
け
隊

　

代
表 

齋
藤
み
え
子
さ
ま

△町指定文化財「佐々木家住宅」を寄付された佐々木茂楨氏

△隠れた善行者として表彰されたおたすけ隊の齋藤みえ子氏
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日本遺産「みちのくＧＯＬＤ浪漫」を本格推進
推進協議会を発足しました
　7月12日（金）に、涌谷公民館で、日本遺産「みちの
くＧＯＬＤ浪漫」推進協議会総会を開きました。
　この総会は、涌谷町のほか、日本遺産「みちのくＧ
ＯＬＤ浪漫」を構成する2市3町の代表の皆さんが出席
し、今後の歴史遺産を活用した活性化に向け、母体と
なる協議会の役員人事や規約などが承認され発足とな
りました。
　この推進協議会の発足を契機に、今後、民間の企業
や団体をまきこみながら、取り組みを展開してまいり
ます。

多年にわたる交通安全活動の功績に対して
安部高子氏に交通安全母の会会長表彰
　6月17日（月）に、宮城県交通安全母の会の総会が開
かれ、涌谷町婦人防火交通安全クラブ連合会監事の安
部高子氏に、宮城県交通安全母の会連合会会長から表
彰状が贈られました。
　この表彰は、安部氏の長年の交通安全活動をたたえ
て贈られるものです。
　今後も安全で安心なまちづくりのため、地域やドラ
イバー、子どもたちへの交通安全の啓発をお願いしま
す。

教育行政の一助として
涌谷ライオンズクラブから寄付
　7月10日(水)に、涌谷ライオンズクラブから涌谷町
教育委員会に、「涌谷町の小中学校にこれからの時代
に見合った児童・生徒の育成を目指して今後導入され
るICT教育の一助となるように」とiPad8台と付属品
が寄付されました。
　この寄付は、涌谷ライオンズクラブの結成40周年の
記念事業として行われたものです。
　今回寄付されたiPadは、2台ずつ町内の小中学校に
渡され、ICTにかかわる授業で利用していく予定です。

路上歩行の訓練をバージョンアップ
涌谷自動車学校で交通安全教室を開催
　6月と7月に、涌谷自動車学校の教習コースを利用し
て、涌谷町の幼稚園・こども園・保育園の園児を対象に、
今年度2回目のこじかクラブ交通安全教室が開催され
ました。
　5月に滋賀県大津市で発生した保育園児の列に車両
が突っ込むという痛ましい交通死亡事故を受けて、例
年行っている道路の渡り方だけではなく、交差点で信
号待ちをしている際の身の安全の守り方など、園児だ
けではなく各園の先生方にも参加してもらい、交通安
全を学びました。

広 報 わ く や 令和元年8月1日発行 ― 6 ―



総勢50人の地域の皆さんがモデルとして出演
第7回和のファッションショーを開催
　6月29日(土)に、わくや天平の湯小劇場で、今回で
7回目となる「和のファッションショー」が、みやぎ
そよ風の会(主宰：渡邉郁男氏)によって開催されました。
　地域の皆さんが、心を込めて和服をリメイクされた
衣装を素敵に着こなしてモデルとしてステージに登場。
そのたびに、会場は大きな歓声と拍手に包まれていま
した。涌谷町出身のオカリナ奏者山村多恵子さんのコ
ンサートもあり、200人を超える来場者は魅了されて
いました。

日本初の産金地に舞うほたる
わくや天平ほたるまつりを開催
　6月29日(土)に、天平ろまん館で、わくや天平ほた
るまつりが、黄金自治会の皆さんによって今年も開催
されました。
　当日は、あいにくの雨天ではありましたが、黄金区
をはじめとした地域の親子連れが来場。涌谷太鼓やオ
カリーナ彩音の皆さんのコンサートを楽しみ、その後、
黄金自治会がほたるの生息地として環境を整えている
黄金山神社前の広場にほたるを放虫し、初夏の夜を楽
しみました。

城山の金さんの徒然日誌

涌谷町出身力士「駒ヶ嶽」の石碑が
　突然じゃが、明治から大正にかけて活躍した涌谷町
出身の力士・駒ヶ嶽をご存じじゃろうか？
　明治31年の初土俵以来、順調に出世して明治40年
に大関に昇進。横綱昇進も期待されたが、茨城県での
巡業の際に不慮の死を遂げた。その駒ヶ嶽の偉業を伝
える石碑が仙台市西公園にひっそりとあったのじゃが、
このたび、涌谷町の有志により案内板が立てられた。
より大勢に偉業が知られるようになり、駒ヶ嶽も喜ん
でおることじゃろう。

子育て支援サークル・おひさまスマイル活動報告

パワーストーン鑑定を開催しました
　6月27日(木)に『パワーストーン鑑定』を行いました。
　鑑定は「green-leaves」主宰の伊藤香織さん。さまざまな種類
の石を握り、筋肉反射テストをしながら潜在意識にアクセスしたり、
生年月日から導き出される軌道数で、自分に必要なパワーストーン
を導き出して、これからの生き方や抱えている問題解消のヒントを
頂きました。その後のカフェタイムではリラックス。パワーストー
ン鑑定でたくさんの応援メッセージをいただき、少し子育てから離
れ自分の時間を楽しめました。
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善
意
を
あ
り
が
と
う

▼
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て（
6
月
分
）

　
全
国
の
28
人
の
皆
さ
ま

76
万
円

▼
児
童
館
運
営
の
一
助
と
し
て

　
株
式
会
社
カ
ツ
ヨ
シ
商
事
パ
チ

ン
コ
メ
ル
ヘ
ン
ワ
ー
ル
ド
涌
谷
店

さ
ま�

お
菓
子
４
箱

▼
教
育
行
政
の
一
助
と
し
て

　

佐
々
木
さ
と
子
さ
ま（
７
区
）

長
根
貝
塚
等
表
採
資
料
24
点

▼
町
行
政
の
一
助
と
し
て

　
立
正
佼
成
会
石
巻
教
会
涌
谷
道

場
さ
ま

10
万
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　
☎
43
―
２
１
１
１

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
・
お
手
続
き
の
際
は
、

ぜ
ひ
ご
予
約
を

　
日
本
年
金
機
構
の
全
国
の
事
務

所
で
は
、
年
金
相
談
や
年
金
請
求

手
続
き
の
事
前
予
約
を
行
っ
て
い

ま
す
。
お
待
た
せ
時
間
の
少
な
い

予
約
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

予
約
は
、
相
談
希
望
日
の
１
ヵ
月

前
か
ら
前
日
ま
で
受
付
し
て
い
ま

す
。

　
申
し
込
み
の
際
は
、
基
礎
年
金

番
号
の
わ
か
る
も
の（
年
金
手
帳

や
年
金
証
書
な
ど
）を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

　
予
約
方
法
は
、
全
国
共
通
の
予

約
専
用
受
付
電
話
「
０
５
７
０
―

０
５
―
４
８
９
０
」
ま
た
は
お
近

く
の
年
金
事
務
所
へ
電
話
・
来
訪

時
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
職
員
な
ど
を
装
っ

た
不
審
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
全
国
各
地
で
、
日
本
年
金
機
構

や
社
会
保
険
庁
、
厚
生
労
働
省
な

ど
の
職
員
と
称
し
て
、
現
金
を
搾

取
し
た
り
、
銀
行
口
座
番
号
や
家

族
構
成
、
預
貯
金
額
を
聞
く
な
ど
、

不
審
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た
と

い
う
お
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
年
金
関
係
の
書
類
を
配

達
で
き
な
い
な
ど
と
言
っ
て
、
運

送
会
社
を
名
乗
り
、
職
業
や
会
社

名
な
ど
の
情
報
を
入
手
し
よ
う
と

す
る
電
話
が
あ
っ
た
と
い
う
問
い

合
わ
せ
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
職
員
お
よ
び
委

託
事
業
者
が
訪
問
す
る
際
は
、
必

ず
写
真
付
身
分
証
明
書
を
携
行
し
、

お
客
様
に
提
示
し
ま
す
。

　
な
お
、
委
託
事
業
者
の
訪
問
員

が
現
金
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
審
な
点
を
感
じ
た
ら
、
で
き

る
だ
け
１
人
で
対
応
せ
ず
、
相
手

の
名
前
や
所
属
、
要
件
を
聞
い
て
、

メ
モ
を
控
え
て
家
族
な
ど
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　
怪
し
い
な
と
感
じ
た
ら
、
口
座

番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
話
し
た

り
、
現
金
を
支
払
っ
た
り
、
振
込

を
せ
ず
に
、
お
近
く
の
年
金
事
務

所
ま
た
は
警
察
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

▽
古
川
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
23
―
１
２
０
０

▽
町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
44
―
2
8
9
8

児
童
手
当
の
現
況
届
は

提
出
し
ま
し
た
か
？

　
児
童
手
当
な
ど
の
現
況
届
け
は
、

毎
年
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況
を

確
認
す
る
も
の
で
す
。

　
提
出
が
な
い
と
、
６
月
分
以
降

の
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
だ
提
出
し

て
い
な
い
場
合
は
、
お
早
め
に
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
物　
受
給
者
の
保
険
証
の

コ
ピ
ー
、
印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
な

ど
の
ス
タ
ン
プ
式
以
外
）

▼
受
付
時
間　
８
時
30
分

　
　
　
　
　
～
17
時
15
分

▼
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

涌
谷
町
町
民
医
療
福
祉
セ
ン

タ
ー
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎
43
―
5
1
1
1（
内
線
5
1
7
）

子
ど
も
医
療
費
と

母
子
・
父
子
医
療
費

　
受
給
者
証
の
最
初
の
申
請
と
保

険
証
な
ど
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、

変
更
届
が
必
要
で
す
。
必
ず
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
物　
受
給
者
の
保
険
証
の

コ
ピ
ー
、
印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
な

ど
の
ス
タ
ン
プ
式
以
外
）

▼
受
付
時
間　
８
時
30
分

　
　
　
　
　
～
17
時
15
分

▼
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

涌
谷
町
町
民
医
療
福
祉
セ
ン

タ
ー
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎
43
―
5
1
1
1（
内
線
5
1
7
）

防
災
行
政
無
線
の

情
報
伝
達
訓
練
を

実
施
し
ま
す

　
全
国
一
斉
に
「
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）」
を
用

い
た
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
訓
練

で
す
の
で
、
実
際
の
災
害
と
間
違

え
な
い
よ
う
、
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
全
国
的
な
訓
練
の
た
め
、国・

県
の
判
断
で
予
告
な
し
に
中
止
ま

た
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
日
時　
８
月
28
日（
水
）

　
　
　
　
11
時
頃

▼
放
送
予
定
内
容

　
♪
上
り
チ
ャ
イ
ム
♪

　
こ
れ
は
テ
ス
ト
で
す（
×
３
回
）

ぼ
う
さ
い
わ
く
や
広
報
で
す
。

　
♪
下
り
チ
ャ
イ
ム
♪

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
防
災
交
通
班

☎
43
―
2
1
1
6
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